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「HACCPを取り巻く最新動向」 
 ロイド レジスタークオリティアシュアランス リミテッド 

（LRQA）事業開発部門食品事業開発担当部長 
                             今城 敏 

 
  

「ＦＳＭＡの規則最終化を見据えた最新動向と対策」 
 アメリカ食品産業研究会  会長 

  e-食安全研究会  理事長 
                                                                      吉田 隆夫 

 
    

2015年9月16日（水） 13:30～16:30 

食品安全トピックセミナー 
～ 米国食品安全強化法(FSMA)/HACCP/ﾌｰﾄﾞﾃﾞｨﾌｪﾝｽ最新情報 〜 

食の安全に関する世界の動きはここ数年で大きく変化しています。 

 

米国の食品安全強化法（FSMA）はいよいよ最終規則の発行を迎え、国内のHACCPは将来的な義務化へ

向けて進み始めています。また、昨年はPAS96（フードディフェンスガイドライン）が改訂されるなど、食の安

全・安心に対する様々な側面を考えなければならない時代となりました。 

 

本セミナーでは、これら最近の注目される３つのトピックをテーマとして、それぞれの分野で活躍するスペ

シャリストを招き、当社コンサルタントとともに情報提供いたします。今後の活動の一助となれば幸いです。 

欧米ではHACCPの義務化を求めており、グローバルな業界団体であるGFSIも 
食品安全認証にHACCPによる管理を要求しています。一方、日本においても、厚生
労働省がHACCPの義務化を見据えた動きを加速しています。 
そこで、HACCPの最新動向を解説し、まだHACCPを導入していない、あるいは食品
安全認証をこれから検討している企業が、何から取り組めばよいかを解説いたします。 

第1部 

第2部 

ＦＳＭＡ（食品安全近代化法）は、米国が国内の食品だけではなく輸入食品を含め食
品規制の考え方を根本的に考え、一層の食品の安全性を確保する法律で、今年末ま
でにＦＤＡが最終規則を発表する予定です。 

現在までに発表された内容とともに、今後対処すべき課題について解説いたします。 

阪大理学部化学科理学博士取得後、米シラ
キュース大・根岸研究室（＊ノーベル化学賞受
賞 根岸英一氏）で研究員協働。米国企業で製
品開発、品質、安全性管理、生産管理、国際事
業等を経験後、コンサルティング会社JTC イン

ターナショナルを設立、米国食品産業の情報提
供事業を開始。アメリカ食品産業研究会創立。
HACCPシステムを日本の食品業界、農林水産

省へ導入提供。米食品科学技術者協会会員－
プロフェッショナル・フェロー。 

食品企業にて保蔵技術・微生物の研究に従事し、パ
ン・和洋生菓子・弁当などの工場の衛生管理責任者
を務める。その後、消費財企業にて微生物学的品質
保証責任者、食品品質保証室長を経て現職に至る。 

GFSIガイダンス文書作業部会で活躍するとともに、

日本ローカルの組織立上げに関わる。農林水産省に
出向中、FCP事務局やHACCP支援法改正作業に携
わる。 

現在、帯広畜産大学客員教授も務め、食品安全の教
育研修に尽力している。FSMSプリンシパル審査員。 

食品製造企業の品質、食品安全を長年に
わたり数多くコンサルティングを行ってきて
おり、現場を熟知している。 
また、ISOと業務改善の組合わせによるブ
ラッシュアップ支援も得意としている。 

e-食安全研究会 

吉田 隆夫 氏 

ロイド レジスター クオリティアシュアランス リミテッド 

今城 敏 氏 

株式会社UL ASG Japan 

酒徳 泰行 

お申込方法はウラ面 

「PAS96:2014 ﾌｰﾄﾞﾃﾞｨﾌｪﾝｽｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝのご紹介」 
 株式会社UL ASG Japan  
  MS４部 部長 シニアコンサルタント 
                        酒徳 泰行 

 
  
農薬混入事件以降、フードディフェンス対策は取り組むべき当たり前の事項となりました。 
本講演では、昨年末に改訂されたPAS96：2014の概要をご紹介するとともに、 
フードディフェンス対策の取り組み事例を交えて情報を提供いたします。 

第３部 



2015年9月16日 食品安全トピックセミナー  参加申込書   

■ＦＡＸからのお申込み   

下記参加申込書にご記入のうえ、このまま 

ＦＡＸにてご返信ください。 

         ＜ＦＡＸ ０３－５２９３－６６０１ ＞ 

２／２ 完                                             

JR東京駅 日本橋口より 徒歩１分 
東京メトロ各線 大手町駅 B7出口より徒歩2分 
東京メトロ各線 日本橋駅 A3出口より徒歩4分 

会 社 名 TEL/FAX / 

住 所 〒 

（ふりがな） 

参加者氏名 

所 属 

・役職名 

（ふりがな） 

参加者氏名 

所 属 

・役職名 

※ ご記入頂いた個人情報は、事務処理及び当社からのご案内に利用させていただきます。  

     個人情報の取り扱いについての詳細は、弊社ＨＰ （http://ulasg.com/）をご参照ください。 

株式会社UL ASG Japan セミナールーム 
 東京都千代田区丸の内1-8-3 丸の内トラストタワー本館6F ● お申込受領後、２営業日以内に受付確認の 

  ご案内をメールもしくはＦＡＸにてお送りいたします。 

● 電話でのお申込は受け付けておりません。 

● 定員になり次第、締め切らせていただきます。 

  

ＦＡＸ送信先 ０３-５２９３-６６０１ 

                                           
会 場 

申込方法 

受講までの流れ 

■Webからのお申込み   

 ○ 弊社HP（ http://ulasg.com/ ）「セミナー」からお進みください 

 ○ 上記の他、複数の提携サイトからもお申込みできます 

  ※ 複数名ご参加の場合は、ＨＰからのお申込が便利です。                   

13:00～    受付開始 

 

13:30-14:25 第１部 

 「ＦＳＭＡの規則最終化を見据えた最新動向と対策」 

   e-食安全研究会        吉田 隆夫 
 

14:25-14:30  休憩 

14:30-15:25 第２部 

  「HACCPを取り巻く最新動向」 

   ロイド レジスタークオリティ 

   アシュアランスリミテッド（LRQA） 今城 敏 

 

15:25-15:30  休憩 

15:30-16:25 第3部 

  「PAS96:2014 ﾌｰﾄﾞﾃﾞｨﾌｪﾝｽｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝのご紹介」 

   株式会社UL ASG Japan     酒徳 泰行 

 

16:25～   Ｑ＆Ａ、アンケート 

16:30頃 終了予定 

 

 

 
●当日のプログラムは予告なしに変更する場合がございます。 ●１企業２名様までの参加とさせて頂きますが、３名以上の場合は別途ご相談ください。  
●経営者、食品安全に関係する部署の方々のお申込みを優先させていただきます。 ●同業者の方のご参加は固くお断りいたします。予めご了承ください。 

ロイド レジスターアシュアランスリミテッド（LRQA）： 
お客様の品質・安全性・環境性能およびビジネスパフォーマンス
を高めるお手伝いをグローバルに提供しているロイドレジスター
グループの一員で、マネジメントシステム部門を担っています。 
審査登録から教育研修まで一貫体制で、お客様のマネジメント
システムの導入、運用効果を最大限高める支援をしています。 

e-食安全研究会 ： 
主に食品業界の安全衛生の向上を目的に、豊富な最新情報を
web利用の独自のe-食サイトで、管理者から従業員まで幅広くご
提供しています。 
その他、食安全の最新ニュースの配信やコンサルティング活動、
会員同士の意見交換、セミナー等の実施など、多彩な活動を
行っています。 

参加企業ご紹介 プログラム 

株式会社UL ASG Japan ： 
食品、品質、環境等様々な分野でのマネジメントに関するコンサ
ルティング、セミナーを提供するプロフェッショナル集団です。 
ISO認証から人材育成支援、サプライヤー・委託先の監査・調査
など経営をトータルでサポートします。 

※１企業２名様までの参加とさせて頂きますが、３名以上の場合は別途ご相談ください。  


